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7月は後半の台風の接近を機に関東を中心にやや過ごしやすい日が続きましたが、8月にはいよ

いよ暑さが本番を迎えそうな気配です。家庭における「節電の夏」もいよいよ本格化します。 

株式会社ベネッセコーポレーションの幼児ブランド＜こどもちゃれんじ＞では、東北・関東・中部の

保護者の方々5,150名に家庭での節電意識についてwebアンケートをとりました。 

その結果、以下のようなことがわかりました。 

1） 基本的には節電にポジティブな印象を持っている。「家庭での10の節電メニュー」の取り

組みそれぞれについては約半数の人が「毎日できそうなことだ」と感じている。 

2） ただし、実際の場面においては「現実にはやれることやれないことがある」と感じている人

が過半数いる。 

3） 節電を実行にあたって不安を感じているのは子どもへの体調の影響に関することが多く、

ここが「やれることやれないことがある」と感じる要因になっているのではないか。 

4） 家庭で節電の夏を乗り切るにあたって、知りたいことのTop3は「涼しいお出かけスポット」

「涼しく寝る工夫」「子どものお肌トラブルの対処」。 

「節電の夏」を乗り切るには、家庭での行動の具体的なアイデア提示やペースメイク的な励まし、子

どもをはじめとする健康面での知見などがまだまだ必要ではないかと感じます。こうした状況を踏ま

え、＜こどもちゃれんじ＞では、TwitterやFacebookのアカウントで節電に関するツイートを毎日発

信して、「節電の夏」を過ごす親子をサポートする取り組みをスタートさせました。 

 

■調査概要■ 

名称  節電に関するアンケート 

調査対象  子どものいる方 5150名（男性 1704/女性 3446） 

調査地域  東北（8.8％）・関東（62.5％）・中部（28.7％）の 3エリア 

調査時期  2011年 06月 21日(火)～2011年 06月 22日(水) 

調査方法  インターネット調査  

調査項目  
節電への不安度、「家庭での 10の節電メニュー」への取り組み度合い、

夏を過ごすためのアイデアで知りたいこと     など  

＊今回の調査をふまえて作成した「おやこで暑い夏を乗り切るコツ」のハンドブックを「非常時

の子育て情報サイト」内（http://care.shimajiro.jp/tool/）で公開しています。 

【本レターに関するお問い合わせ先】 

株式会社ベネッセコーポレーション  広報部 濱野 

TEL：042-356-0657  FAX：042-356-0722 

いよいよ夏本番、家庭の節電はどれくらい実行できそうか？ 

＜こどもちゃれんじ＞が東北・関東・中部の 5,150名のパパ＆ママに 

「家庭での節電」について聞いてみました 

 

http://care.shimajiro.jp/tool/
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■主な調査結果■ 
 
1） 「節電」に対する考え 

【Q1: 節電をすることで、「いいな」と思うことはありますか。（複数回答 単位：％ n=5,150）】 

 

「電気代の節約になる」「エコの観点からいいと思う」という選択肢を過半数の方が支持するなど、

「節電」に対するポジティブな見方があることがわかります。 

 

2） 「節電」の具体的な取り組みについて 

【Q2: 以下は、経済産業省が提案している、「家庭での10の節電メニュー」です。 

それぞれについて、節電のために、毎日できそうなことを教えてください。（複数回答 単位：％ n=5,150）】 

 

「節電」全体に対するポジティブなとらえ方を反映し、それぞれの節電メニューについても「毎日で

きそうなこと」かと尋ねると、ほとんどの項目で過半数が「毎日できそうなこと」と回答する結果となりま

した。 
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【エアコン】室温28℃を心がける

【エアコン】“すだれ”や“よしず”などで窓からの日差しを

和らげる（エアコンの節電）

【エアコン】無理のない範囲でエアコンを消して、扇風機

を使う

【冷蔵庫】設定を「強」から「中」に変え、扉を開ける時間

をできるだけ減らし、食品をつめこまないようにする

【照明】日中は照明を消して、夜間も照明をできるだけ

減らす

【テレビ】省エネモードに設定するとともに画面の輝度を

下げ、必要な時以外は消す

【温水洗浄便座】便座保温・温水のオフ機能、タイマー

節電機能があれば、これらを利用する

【温水洗浄便座】上記の機能がなければ、コンセントか

らプラグを抜いておく

【ジャー炊飯器】早朝にタイマー機能で１日分まとめて炊

いて、冷蔵庫に保存する

【待機電力】リモコンの電源ではなく、本体の主電源を切

る。長時間使わない機器はコンセントからプラグを抜く

あてはまるものはない
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【Q3： 「家庭での10の節電メニュー」について、現実的にはどれくらい協力できると思われますか。 

以下の中から最もお気持ちに近いものをお選びください。（一つを選択 単位：％ n=5,150）】 

  

前問において、取り組み自体への評価としては過半数が「毎日できそうだ」としながら、「現実的には、やれ

るものとやれないものがある」と考える方が過半数を超えています。この背景には何があるのでしょうか？ 

 

3）節電で不安なことについて 

【Q4： 節電で不安なことについて、あてはまるものを教えてください。（複数回答 単位：％ n=5,150）】 

 

不安の要素としては、「突然の停電」が一番多くなりましたが、それ以外では、「節電の期間」「買い占め」

など社会全体のものよりも、「子どもに関すること」（項目に○印）が高くなる結果となりました。自分はとも

かく、子どもの健康については影響を受けないように…という保護者としての配慮を感じます。前問での

「やれるものやれないもの」の境界線としては子どもへの影響という点があるのではないでしょうか。 
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あてはまるものはない

自分が頑張っても、家族が協力してくれないのではな

いか

節電のために購入するものが増えて、出費がかさみそ

う

園でどれくらい節電をするのか（エアコン利用や給食・

おやつの品質管理など）

他の人はどう節電に対応しているのか知りたい

おでかけの時に、子どもが熱中症にならないか

買占めなどが起こり、品薄のものが出てくるのではな

いか

どこに行っても暑そうで、どこに遊びにいけばいいのか

わからない

いつまで（何月何日まで）続ければいいかわからない

頑張って節電しても、どれくらい貢献してるのかがわか

らない

子どもの寝つきが悪くなり、寝かしつけるのが大変に

なったり、寝不足になったりしないか

夜、暑い中で、子どもがちゃんと寝てくれるのか（寝不

足にならないか）

エアコンがつけられず、子どもが熱中症にならないか

あせも・とびひがひどくならないか

突然の停電があるのではないか
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４） 暑い夏を過ごすために知りたいこと 

【Q5： 子育てしながら、暑い夏を過ごすためのアイデアについて、具体的に知りたいことがあれば

教えてください。（複数回答 単位：％ n=5,150）】 

 

子育て層が、この「節電の夏」を過ごすためにどんなことを知りたいかを聞いたところ、お出かけスポット

や寝方の工夫、暑さに起因する子どものトラブルの対処などに関わる項目が高めの結果となりました。

家庭の節電をサポートするには、節電の方法だけでなく、そこから生まれるかもしれない問題の解決法

なども積極的に紹介していくことが必要ではないでしょうか。 

 

■節電の夏を過ごす親子に対する＜こどもちゃれ
んじ＞の支援について■ 

＜こどもちゃれんじ＞では、親子の日常のサポートの一環

として、節電の夏の過ごし方に関するハンドブックを「非常

時の子育て情報サイト」（http://care.shimajiro.jp/tool/）で

公開しています。さらに編集部のTwitter

（@kodomochallenge）やFacebook（https://www.facebook.com/shimajiro.jp）のアカウントで、家

庭でできる節電の具体的アイデアなどを発信したり、全国の幼稚園経由で冊子化したハンドブック

（25万部）を配布するなどして、この節電の夏を過ごす親子をサポートする取り組みを行っています。 

【本レターに関するお問い合わせ先】 

株式会社ベネッセコーポレーション  広報部 濱野 

TEL：042-356-0657  FAX：042-356-0722 
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子どもと行ける、涼しいお出かけスポット

涼しく寝るための寝具の工夫

暑さによる子どもの肌トラブル（あせも・とびひな

ど）を防ぐ工夫

暑さで子どもが肌トラブル（あせも・とびひなど）に

なってしまったときの応急処置法

涼しく美味しい食事レシピ

暑い中でのお外遊び

水を使った楽しい遊び

涼しく過ごすための衣類の工夫

涼しく美味しいおやつレシピ

子どもへの節電の教え方

効果的な打ち水の仕方

自分がいける、涼しいお出かけスポット

親子で楽しめる、うちわや扇子作り

あてはまるものはない

 

http://care.shimajiro.jp/tool/
https://www.facebook.com/shimajiro.jp

